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第 14 回冬期合宿講習会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　　　　

須　藤　　朝　代
　2022 年 1 月 9 日、10 日に京都嵯峨嵐山
の「ホテルヴィナリオ」で、1 泊 4 食付
の合宿講習会を無事終了致しました。第
6 波のコロナウィルス、オミクロン株の
感染拡大が始まる前でしたので、昨年よ
りはキャンセル者が 4 名と少人数でした。
ありがたいことにキャンセル待ちの方が
いらして下さいましたので募集人数を割
ることなく開催できました。
　今回の講師は漢方交流会師範の奥村裕
一先生です。そして副実行委員長と 2 日
目の司会を学術部理事の真鍋励次郎先生、
一日目の司会は同じく学術部理事の井上
保恵先生にお願いいたしました。
　我々漢方相談薬局は、病状を数字で表す事はできず、
もちろん画像診断もなく伝統の望、聞，問、切証で選
薬し治療を行っております。その上に来局なさる方は、
大方現在医療からはじき出された「未病、難病」の患
者様方です。病名漢方に陥らないためにも、自然界を
大宇宙とし、人体の小宇宙とのバランスを取り「陰陽
五行論」を駆使し治療に当たらなければなりません。
抽象的な陰、陽の捉え方は医療者によって様々です。
それゆえに医療者の頻用処方にも違いが出て参ります。
それを踏まえ一日目は講師となる先生の治療の基本で
あります原理原則をお教えいただき、それに応じて 2
日目は治療の実際、症例検討を学習いたしました。
　冬期合宿講習会の特徴の 1 つに、講師の治療で良く
なられた患者様に実際にご登壇頂き、治療の一端をお
話しいただく事になっております。それにより医療効
果を確認させていただいております。今回のご協力い

ただきました患者様は、東京からの元看護師様です。
奥村先生からいただきましたこの患者様の表題は「断
食にても難治の皮膚病克服と、新型コロナ疑似症状の
速治例］でした。「皮、毛」は「肺、大腸経」につなが
ります。また気滞証につながって参ります。この患者
様も皮膚の症状以外に、強く精神的にダメージを受け
ていらっしゃいました。それが今はヨガのインストラ
クターとして指導的な立場で活躍してらっしゃいます。
東京からご来場いただきますのに、主催者側からは交
通費 10,000 円しか差し上げられません。奥村先生への
強い感謝のお気持ちがなければ、そして医療者と患者
様との信頼関係が出来上がっていませんと、来京して
いただけなかったと思います。
　冬期合宿講習会は目下のところ、次回の講師の先生
が決まらず苦慮いたしております。薄謝ですが、二日
間ご講義いただき、良くなられた患者様と共にご登壇
頂ける先生をお招き致したいと望んでおります。師範
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日本漢方交流会ホームページを立ち
上げております。活動予定などを掲
載できますので広報委員までお知ら
せ下さい。パスワードはkaiinでお入
りください。
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小ロット対応オンデマンド印刷
50部より作成小冊子印刷

第 14 回冬期合宿講習会に参加して
すいれん堂薬局　　　　

岡　森　　育　子

の肩書を獲得されご活躍の先生方は、ぜひ講師となら
れ学術部主催の「冬期合宿講習会」にご協力して頂き
たいと思います。

　又、蛇足だとは存じますがコロナ禍の中、会員の先
生方ご自身が呉々もご自愛専一になさり、患者様方に
信頼される医療者としてご活躍下さいませ。

　冬期合宿に参加して毎回思
う事は、いつも素晴らしい先
生の講習を聞き、準備してく
ださる方々の心遣い、そして
参加している仲間と話し、そ
れが合わさって心の中がスッ
キリする事です。神社に参っ
たような清々しい気持ちにな
る事です。
　今回、コロナの中で参加す
る前から、体調を整えるよう
に事前の案内があり、それに
従い参加者皆が体調に留意し、会場に着いたらまず
体温を測り、須藤先生がご用意してくださった梅酢
でうがいしてから会場に入りました。窓はこの時期
京都はとても寒いですが開けて、ソーシャルディス
タンスをとって、寒さ対策にはカイロを、作りの衝
立、除菌対策にはビニール手袋、除菌シートも各自
テーブルに用意され、万全で講義を聴きました。本
当にスタッフの皆様には頭が下がります。講義は、
山﨑正寿会長のリモートでのご挨拶、西洋医学の一
剤一成分と東洋医学の一剤多成分についての違いに
ついてお聞きし、そこが漢方の良いところと再確認
させていただきました。奥村裕一先生のご講義は私
には難しいのですが、前回平成 29 年の時にお聞き

した時よりは少しは頭に入り安堵しました。先生の
御処方は少ない量で効果を出されるので、大量にお
薬を出しても効果がないのは證があっていないのだ
と反省する事しきりです。体の中で起こっているこ
とをしっかり四診して、お客様に寄り添っていくこ
とが大事なのだと勉強になりました。症例報告をし
てくださった先生の患者様はご自分の状態を写真を
とり、それを私たちの勉強のために見せていただき
ました。ありがたいことです。奥村先生のご講義は
またお聞きしたいです。最後に冬期合宿講習会に参
加する私達を迎えてくださる須藤朝代先生、真鍋励
次郎先生、井上保恵先生、スタッフの皆様ありがと
うございました。また来年も参加したいです。　　


